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２－３．大学との連携による観光人材誘致支援 

（１）大学（観光学部・観光学科）へのアンケート調査 

【調査概要】 

調査実施時期：2024 年 6 月 21 日～7 月 21 日  

調査対象：観光系学部、観光系学科がある大学 57 校 

調査方法：観光系学部、観光系学科がある大学の学部（科）長 

        宛にアンケートを送付し、インターンシップや就職、ゼミ等 

               の実情や意向について調査を行った。 

回収方法： 

  ①返信用封筒による郵送回収 

  ②調査票に掲載した QR コードで回答サイトにアクセスし web で回答 

調査対象数：57 校 

回収サンプル数：34 サンプル（回収率 59.6%） 

           

（2）大学（観光学部・観光学科）へのヒアリング調査 

調査実施時期：2024 年 10 月 29 日～30 日  

調査対象：A 大学・B 大学・C 大学の 3 校 

調査方法：観光商工課職員 2 名及び JTB 総合研究所担当者が大学に訪問しヒアリング

を実施した。 

主な質問項目： 

①インターンシップ受入れの実情について 

②ゼミの研究フィールドの実情について 

③宮古島について 

④宮古島モデルについて 
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２－４．観光振興計画(2019 年 3 月策定）の進捗確認 

（１）第 1 回 観光推進協議会資料 
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２－５．その他、宮古島市の観光推進に係る業務 

（2）来年度の展開に向けた大学（観光学部・観光学科）への追加ヒアリングの実施 

（１）大学（観光学部・観光学科）へのアンケート調査 

【調査概要】 

調査実施時期：2024 年 6 月 21 日～7 月 21 日  

調査対象：観光系学部、観光系学科がある大学 57 校 

調査方法：観光系学部、観光系学科がある大学の学部（科）長 

        宛にアンケートを送付し、インターンシップや就職、ゼミ等 

               の実情や意向について調査を行った。 

回収方法： 

  ①返信用封筒による郵送回収 

  ②調査票に掲載した QR コードで回答サイトにアクセスし web で回答 

調査対象数：57 校 

回収サンプル数：34 サンプル（回収率 59.6%） 
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２－６．その他追加提案 

 

（１）2023 年度実施の宮古島観光客アンケートの追跡アンケート調査 

観光協会が実施する追跡アンケート調査内容についてのアドバイス及び分析を

行った。 

 

調査目的：宮古島市を訪れた観光客の旅行後の宮古島市に対する消費行動を把握する

ため、１年前の宮古島市観光客アンケートの回答者に対して、追跡調査を

実施した。 

 

調査対象：昨年実施のアンケート回答者 346 名中追跡調査について承諾した 149 名 

調査方法：QRコード付きアンケート依頼チラシを添付し、ＢＣＣでメール送信 

     web 上の回答フォームで回収を行った 

調査実施時期：2025 年 1月 23 日～2月 10 日 

主な設問： 

・宮古島市への再訪問 

・インターネットでの特産品購入経験の有無及び消費額 

・アンテナショップでの購入経験の有無及び消費額 

・百貨店等やイベント会場での購入経験及び消費額 

・ふるさと納税経験の有無 

・知人等への宮古島旅行推奨経験 

・知人等への宮古島の特産品推奨経験 
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２－７．新聞記事 

 

出典：宮古毎日新聞（204 年 7 月 17 日）「23 年度観光収入 911 億円 市観光

推進協 今年度で計画目標達成へ 新たな数値の必要性確認」 
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出典：宮古新報（204 年 11 月 27 日）「N 高・S 高 学生提案の持続可能な

旅 探究学習ツアーの成果発表」 
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３ 総括 

全国的にインバウンド観光が回復に向かう中で、宮古島市のクルーズ船客は 2023 年度

に 89,603 人、2024 年度（4 月～1 月）においては 181,280 人まで回復してきている。 

空路観光客に関しては 2023 年度に過去最多の 848,559 人、2024 年度（4 月～1 月）に

おいては 839,133 人となり、空路海路合計で 2024 年度末までには過去最多記録を示す勢

いである。 

そうした中 2023年 6月には 329の客室を有するヒルトン沖縄宮古島リゾートが開業し、

2026 年度中にはさらに１棟の開業を予定するなど、大型ホテルの建設が続いている。 

一方で、観光業界を中心に人手不足問題が引き続き深刻化しており、とくに宿泊施設、

飲食店、交通事業者にとっては、人材の確保が喫緊の課題となっている。加えて、住宅難

も深刻化しており、家賃の高騰と賃貸住宅不足は人手不足問題の解決をさらに困難にして

いる。 

宮古島市をとりまくそのような環境変化に対応するため、宮古島市観光推進協議会は昨

年度より牧山公園活用検討作業部会と受入環境検討作業部会の二つに絞って、宮古島市の

観光振興計画推進のための最重要課題として、牧山公園のリニューアルと、観光客数増加

に伴う人手不足問題解消、さらに上下水道やごみなどの生活インフラに予測される変化に

係る課題整理を行ってきた。 

宮古島市内の観光施設の中でも特に老朽化が著しい牧山展望台の改修を中心とする牧山

公園エリアのリニューアルによる活用は、宮古島市観光にとって重要なテーマとなってい

る。昨年度実施した専門家のアドバイスや、展望台やテラスビジネスの先進事例調査に基

づき、本年度は「伊良部牧山公園活用基本構想（案）」をとりまとめ、来年度以降の方向

性を定めた。 

また、人手不足問題の解消では、2024 年春に開学した宝塚医療大学宮古島キャンパスと

の連携、2025 年度に開学する大学との連携をすすめ、首都圏の観光系学部（学科）へのア

ンケート調査及びヒアリング調査を実施して、観光系学部（学科）におけるゼミ研究やイ

ンターンシップの現状と宮古島市への期待内容を把握した。これにより、観光系学部（学

科）の学生や研究者の研究テーマとして興味深い研究テーマを提供可能な宮古島の観光特

性を活用し、「宮古島モデル」としてゼミ研究からインターンシップ、さらに就職までの

一貫したプログラムの継続実施を目指すという方向性がみえてきた。 

この取組みと併行して、宮古島観光協会では大学の観光人材受入れに必要となる滞在施

設の現状調査と、インターンシップ受入れについての企業側のニーズ調査を実施し、次年

度以降の大学との連携事業推進のための基盤整備を行った。 

これら本年度の取組により、宮古島市における人手不足解消のための継続的な取組みに

繋がる準備が整ったといえる。 



189 
 

４ 資料（議事録） 

４－１．宮古島市観光推進協議会 

（１）第１回協議会 

議事録 

業務 宮古島市観光マネジメント業務 第 1 回宮古島市観光推進協議会 
日時 令和 6 年 7 月 16 日（火）13:30～15:00 
場所 宮古島市役所 2 階大ホール 
出席者 別紙 

資料 

・議事次第 
・配席図 
・資料１:規約（組織）の確認について 
・資料２:昨年度までのおさらい 
・資料 3:第 2 次宮古島市観光振興基本計画の進捗について 
・資料 4-1:牧山公園の活用について 
・資料 4-2:受入環境の検討について 

 
１．開会 
・資料の確認。 
 
２．会⾧挨拶 
（吉井会⾧） 
・連休明けの業務のご多忙の中お集まりいただきお礼申し上げる。宮古島市は令和元年
度、5年前に第2 次宮古島市観光振興基本計画を策定した。その中で10 年後を目標に、
年間入域観光客数 200 万人、観光消費額 949 億円、観光客の満足度 75％、宿泊飲食サ
ービス業の就業者数 3,000 人といった、目標値を掲げ、これまで観光を本市のリーディ
ング産業と位置付け取組んできた。途中コロナ禍などがあり、下振れしたところもある
が、またここに来て観光も持ち直してきている。目標値に向かって頑張っていきたい。
令和 5 年度の入域観光客数は約 94 万人だった。空路は 85 万人と昨年に続き過去最高
数値となっている。クルーズについても令和 4 年度は寄港が 1 回だったが、令和 5 年度
は 32 回、約 9 万人が来られ、徐々に回復傾向にある。本日は今年度予定している牧山
公園活用検討作業部会、受入環境検討作業部会、それぞれの取組についてご報告をいた
だき、皆様からご意見をいただきたい。よろしくお願いしたい。 

 
３．議事 
（１）規約（組織）の確認について 
（事務局/洲崎係⾧） 
・資料 1 にもとづいて説明。 
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（２）昨年度までのおさらい 
（事務局/洲崎係⾧） 
・資料 2 にもとづいて説明。 
 
（３）第 2 次宮古島市観光振興基本計画の進捗について 
（事務局/洲崎係⾧） 
・資料 3 にもとづいて説明。 
 
（４）令和 6 年度の取組みについて 
①牧山展望台活用検討作業部会（牧山公園の活用について） 
（JTB 総研/橋本） 
・資料 4-1 にもとづいて説明。 
 
②受入環境検討作業部会（受入環境の検討について） 
（JTB 総研/岩佐） 
・資料 4-2 にもとづいて説明。 
 
（５）その他 
（委員） 
・資料 4-1 今年度の実施事項で、運営候補者との意見交換とあるが、運営候補者は決ま
っているのか。 

（事務局/洲崎係⾧） 
・市内の事業者から候補を出していきたい。 
（JTB 総研/岩佐） 
・伊良部の事業者の売り上げを上げることが一つの目的としてある。伊良部の事業者が
どうすれば参画できそうかを考える。伊良部商工会青年部とも意見交換をする中で、そ
れぞれの事業者が小さいため人手、オペレーションの点で単独では出にくいという意見
があった。例えばこれらの事業者が連携して指定管理のような形で受けることができる
のではないか。ご意見を伺いながら進めていきたいと考えている。 

（委員） 
・例えば伊良部商工会や観光協会が直接運営に関与することは考えられるのか。 
（JTB 総研/岩佐） 
・新たに事業者同士で連携していただくことも有り得る。 
（JTB 総研/篠﨑） 
・全国連のアドバイザーも⾧くさせていただいている。他の地域では商工会の会員が出
資する会社がある。直接商工会が運営を受けるよりも、商工会の会員が中心となって施
設の運営を行う別の法人を作るという形になるのではないか。直接運営すると理事の負
担が大きくなる。ただ宮古島と何の関わりもない県外の会社が運営することは避けたい。
地元の方がスクラムを組んで新たな拠点として経済活性化につなげていただければと考
えている。 
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（宮古島市観光商工スポーツ部/砂川部⾧） 
・今後の受入環境の検討と関連するが、観光振興基本計画の進捗について、すでに令和
８年度を待たずに計画を達成している観光消費額等の項目もある。観光客の形が変わり、
社会的な情勢、原価の高騰などもある。今年度中に達成されれば、新たな計画、目標値
を設定するのか。入域観光客数も 80 数％と出ているが、今後受け入れを増やすのであ
れば、現在のエアの状況で達成可能なのか。 

（事務局/洲﨑係⾧） 
・これは 2018 年のコロナ前に策定した、10 年という⾧いスパンの計画だ。その後コロ
ナ禍があり、沖縄県においても量から質への転換を目指している状況もある。今年度で
達成しそうなものは観光消費額だ。見直すのか刷新するのか。現在宿泊税の導入を進め
ている。観光計画の中に使途の方針を組み込んでいくべきだと考えている。見直すのか
刷新するのかはまだ決めていない。計画の変更の必要性は感じている。 

（JTB 総研/篠﨑） 
・国の第 4 次観光立国推進基本計画では、圧倒的にインバウンドに関する項目が多い。そ
れに比べると現行の観光振興基本計画が策定された 2018 年は、宮古島市にまだそれほ
ど外国人が来るイメージがなかった。現計画は国の計画と異なり、日本人の受入に関す
る計画が中心となっている。前回の計画も 1 年前に打ち切ったが、現行の計画を引っ張
るのか。宿泊税の導入等も議論されており、大きな決断のタイミングに来ている。イン
バウンドも含めて新たな計画を策定することも考えられる。目標値と重要項目の修正を
行うのか。重要な議論となる。国の計画では内容の多くがインバウンドになっている。
宮古島市の現計画はほとんどの内容が日本人向けになっている。何らかの形で見ていく
必要がある。 

（宮古島市観光商工スポーツ部/砂川部⾧） 
・現行の計画で空路が 105 万人、海路が 95 万人となっているが、海路はほぼインバウン
ドとして、5 割が日本人ではないか。どの部分を持って真逆と言っているのか。 

（JTB 総研/篠﨑） 
・宮古島のインバウンドのクルーズ客はほぼ日帰りだ。宮古島では宿泊しないため、消
費額は非常に少ない。日本全体でみれば一人当たりの海外旅行者の消費額は 21 万円ま
で上がってきている。円安もあり消費額は上がっている。宮古島市においては、ジェッ
ト燃料供給の問題があり飛行機の本数を増やせるのかということもあるが、東アジアに
は良いビーチがないため、宿泊するインバウンド客を引っ張ることが出来る。ただ新規
路線の認可が果たして下りるのか。全国的に厳しい状況があると伺っている。105 万人
の判断は難しい。別の理由で増やすことができないということも有り得る。ただ宮古島
はアジアの観光客から注目されている。徐々に増えていくのではないか。海外からの宿
泊客を増やすことで消費額の単価を上げていくことが重要となってくる。クルーズ船は
格安も混じっている。インバウンドといっても、あまりお金を使わない方が上陸されて
いることが散見される。 

（沖縄県宮古土木事務所/上原所⾧） 
・牧山公園の建築物について、周りから見える建物になるということで、より良いデザ
イン性が求められる。人を呼ぶ機能性も求められる。それが成功する鍵を握っている。
個人的には早い段階で具体的に決めていくべきだと考えている。そのためにコンペ等を
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した上で内容を具体化して進めていってはどうか。 
（事務局/洲崎係⾧） 
・公共施設のように、市が建てて入居者を決める形ではなく、デザインを含めて民間事
業者のアイデアを取り入れる形で検討している。入居した事業者が使いやすいことを最
優先にして進めていこうと考えている。 

（沖縄県宮古土木事務所/上原所⾧） 
・事業者が決まってから建物を決めると思われるが、地域が納得するためには、決まる
前に早い段階で建物についての納得を得た上で進めていくと良いのではないか。 

（JTB 総研/橋本） 
・基本構想でも、ある程度具体的な建物のイメージを示す。できるだけ関係者の意見を
まとめて決めていきたい。規制等もあるため自由度も制限される。ある程度条件を設定
し、改めて設計も含めて提案をしていきたい。 

（沖縄県宮古土木事務所/上原所⾧） 
・建築士の方で検討した上で、進めるべきではないか。それについても検討していただ
きたい。 

（吉井会⾧） 
・事前に地域の承認を得た上で動くべきだ。2 階はガラス張りだが、台風の対策はされて
いるのか。しっかり考えていただきたい。 

（事務局/洲崎係⾧） 
・現状は雨天時、荒天時が見づらいため、全天候型で進めていく。台風や台風後の汚れ
についても、安全できれいな建物になるよう、しっかり検討して進めていきたい。 

（宮古島市環境衛生局/下地局⾧） 
・これはお願いだが、観光振興基本計画の見直し、修正は未定とのことだったが、当局
の意見としてはなるべく早く行っていただきたい。環境衛生局の廃棄物の基本計画は観
光振興基本計画の目標に即して、ごみの排出量を予測している。廃棄物の処理能力確保
は準備を伴う。現在の計画では令和 9 年度に事業系ごみが家庭ごみの排出量を上回ると
いう計画になっている。現状ではもう少し早く逆転しそうだ。処理能力確保のために局
としても準備を伴うもののため、変更があれば早めにお願いしたい。 

（事務局/洲崎係⾧） 
・見直し、刷新、修正は早めに決定していきたい。 
（吉井会⾧） 
・水の問題もある。計画の見直しに向けた協議の場を設けてはどうか。第 2 次で数字を策
定してから 5 年がたっている。ほぼ目標値が達成できそうだ。それに満足して良いのか
どうかということはあるが、この協議会では住民が幸せになっているかも把握する必要
がある。目標値の再設定が必要だ。取組み方についても再検討が必要だ。日時を調整し
実施していきたい。 

（委員） 
・牧山公園一帯の整備も進めると思われる。展望台下の公園の遊歩道の清掃もある。あ
の辺りは以前も話したが神事がある。展望台の橋が見えるところにも豊見氏親（うずぬ
しゅう）という神様が祭られている。地元で関わっている人たちがいる。話をしたこと
はあるのか。 


